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5 月 1 日より特許審査ハイウェイ（PPH）が試行 

 
日本台湾間で、いよいよ 2012 年 5 月 1 日より特許審査ハイウェイ（PPH）が試行される。

これは経済部が窓口となって「日台民間投資取決め（台日投資保護合作協議）」を結び「台日

産業連携推進オフィス」が設立されて以後、日台特許審査連携及び交流における、大きなステ

ップアップである。 
 

2012 年 4 月 11 日、亞東関係協会と日本交流協会は日本台湾間における特許ハイウェイ覚

書を交わして、日台特許審査ハイウェイ（PPH）について連携することとし、これにより双

方の特許主務機関が相互に検索や審査結果を利用して、特許出願審査のスピードアップ及び特

許審査の質を向上を図ることとなった。 
 
日台 PPH が正式に試行された後は、特許出願人が先ず日本で最初に特許を出願し、次に優

先権を主張して台湾で特許を出願する場合、もし日本特許庁（JPO）の審査により 1 項目以上

の請求項が特許査定を受けているなら、出願人はこれに基づいて台湾知的財産局に加速審査

（早期審査に相当）を請求することができるようになる。同じく、台湾で最初に特許を出願し、

なお且つ日本特許庁（JPO）に特許を出願して台湾の優先権を主張した場合も、台湾知的財産

局の審査により 1 項目以上の請求項が特許査定を受けているなら、JPO に早期審査を請求す

ることができるようになる。 
 
現行の「発明特許加速審査作業方案」（AEP）でも、出願人が日本特許庁（JPO）の特許査

定もしくはその審査意見通知書及び検索報告を以って台湾で加速審査を請求することはでき

たが、日台 PPH の連携では更に一歩進んだより速やかなルートが確立されることになる。な

お、PPH 制度は、出願人が JPO の特許査定を受けてから台湾で加速審査を請求する際に、必

ず台湾における特許請求の範囲を JPO が査定した特許請求の範囲と完全に同一とするか、も

しくは更に縮減して補正しなければならないと規定しており、なお且つその後の補正（訂正）

も必ずこの条件に合致していなければならないと規定している。つまり PPH は AEP よりも

適用条件が厳しくなっているので、台湾知的財産局の審査コストも相対的に経済的になってい

る。その為、出願から審査結果通知までの期間が、PPH による出願では僅か 1.1 ヶ月となり、

AEP の 2.5 ヶ月に比べてよりスピーディーになる見込みである。 
 
この外、迅速に台湾で特許を取得した後に、更に PPH 締結国（米国、日本）に対し速やか

な審査を求めていこうという産業界の呼びかけに応え、台湾知的財産局は TW-SUPA プログラ

ム（特許審査ハイウェイ協定の利用サポートプログラム（TW-Support Using the PPH 
Agreement）の略称）を打ち出し、同一特許について先ず台湾知的財産局に出願した場合、審



 

査をスピードアップし、当該特許の日本出願後 6 ヶ月以内に出願人が審査結果を受取れるよ

う審査期間を大幅に短縮し、その一方、台湾知的財産局の審査により特許査定を受けた後にも、

また PPH を利用して日本特許を早期取得できるよう便宜を図っている。 
 
日台の貿易関係は極めて密接で、外国の中でも日本は台湾での専利（特許、意匠、実用新案

を含む）出願が最も多い国であり、昨年（2011 年）は 13,366 件でトップとなっている。なお

且つ特許については、日本による昨年（2011 年）の出願件数が 11,833 件に達しており、これ

は新記録樹立となったばかりでなく、2010 年の 9,984 件と比べても 18.5%の伸びを示したが、

一方、台湾人の日本における特許の年間出願件数も 3 千件以上に上っている。日台間で PPH
の連携が行われれば、両国の特許出願人にとっても、スピーディーな審査ルートとしての選択

肢が増えるので、出願人の期待に応えられるものになるだろう。なお、産業別に言うと、日台

双方の出願においては電子、重工業、化工（学）及び医薬等の区分が多くを占めており、これ

らの産業界も今回の PPH 試行により恩恵を受ける見込みである。 
 
PPH ミニ知識： 
PPH とは、二番目の出願先が最初の出願先の審査結果を利用することで、同一特許の出願の

審査を迅速化するものであり、これにより山積している特許出願案件の一掃処理及び特許審査

の質の向上が期待される。PPH は特許主務機関が審査結果を相互利用することで、重複審査

作業を減らす連携モデルであるが、但し、出願案件が最初の出願先で特許査定を受けたからと

言って、次の出願先も当然特許査定するというものではない。 
 
「特許PPH審査申請書」及び関連情報は台湾知的財産局ウェブページをご参照：
http://www.tipo.gov.tw/ch/ArtHtml_Show.aspx?ID=4cae1101-befa-478f-9ef9-9bcacede3301&p
ath=4282， 
JPO ウェブページでも PPH 情報を公開中 
http://www.jpo.go.jp/cgi/link.cgi?url=/torikumi/t_torikumi/patent_highway.htm
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